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  〔 OAP要旨〕　　大腸内視鏡検査観察時積極的体位変換法の
　　検査後腹部膨満感の減少効果に関する検討
山　口　和　也　　三　橋　佳　苗　　中　川　由　紀　　林　　　　　学
（2013年 1月 4日受付，2013年 2月 8日受理）
　【背景】大腸内視鏡検査の苦痛を減少させることは，万国共通の内視鏡医の願いである。大腸内
視鏡観察の際の視野確保のためには，体位変換が有効であるが，苦痛を減少するために，体位変換
ができないような量の鎮静剤を投与することは，検査精度を低下させるおそれがある。
　【目的】大腸内視鏡検査観察時に積極的に体位変換を行うことが，検査後の苦痛（腹部膨満感）
を減少させうるかを明らかにすることを目的とした。
　【対象と方法】2009年12月から2010年 7月にかけ，当センターにて大腸内視鏡検査を受けた150名
を対象とした。鎮静剤の投与は行わず，鎮痙剤の投与は行った。仰臥位で盲腸までの内視鏡挿入の
後，積極的体位変換群は，盲腸から横行結腸は仰臥位，下行結腸は右側臥位，S状結腸は仰臥位，
直腸は左側臥位で，観察を行った。簡易体位変換群は，盲腸からS状結腸は仰臥位，直腸は左側臥
位で，観察を行った。観察終了後の腹部膨満感を， 5段階で被検者から回答を得た。グレード 1 : 
なし ; グレード 2 : 少し張る ; グレード 3 : 中等度張る ; グレード 4 : 大分張る ; グレード 5 : 痛い。
　【結果】積極的体位変換群は，グレード 1 : 86.7％; グレード 2 : 12.0％; グレード 3 : 1.3％; グレー
ド 4 : 0％; グレード 5 : 0％であった。簡易体位変換群は，グレード 1 : 53.3％; グレード 2 : 44.0％; 
グレード 3 : 2.7％; グレード 4 : 0％; グレード 5 : 0％であった。積極的体位変換群は，簡易体位変
換群に比べ，明らかに，腹部膨満感を減少させた。
　【結論】大腸内視鏡検査観察時に積極的に体位変換を行うことは，検査後の腹部膨満感を減少す
る。
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